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世界的にも貴重な自然を保護

○　世界的にも貴重な小笠原の自然を将来にわたって維持するとともに、観光資源として積極的

　　に利活用し、地域経済の発展に貢献する。

○　小笠原村、国及び東京都などが連携・協力して推進する。

新たな観光資源の創出

１４年度以降の主な実施事業（予定）

東 京 都

○　TSLの就航を踏まえ、14年度から実施可能な事業については先行して実施し、必要な見直し

　　等を行った上で、17年の就航時までに受け入れ体制を整備する。

○　国土交通省と調整の上、振興開発事業に位置づける。

小笠原諸島におけるエコツーリズム

エコツーリズムをキー・コンセプト
とした新たな施策展開

新たな振興開発事業の核に

地域経済への貢献

自然への理解と関心を深める

街並み形成・景観誘導
地元推進組織の設立

＜ソフト事業＞＜ハード事業＞

島内試験研究機関の連携
農漁業と観光業の連携

観光スポットの整備

自然遊歩道等の整備
ビジターセンター等既存施設の改築
自然再生型公共事業

（フィールドコース・属島利用・自然観察拠点整備）

（植生回復・固有動植物等の保護増殖施設整備）

ガイド制度による保護と利用の調整
観光客誘致のための戦略的な観光宣伝



意見 意見

調整 調整

ガイド付きツアーの本格実施
（平成１７年ＴＳＬ就航時）

ガイド制 度による保護 と利 用の 調整

ガイドの育成

ガイドの認定

都

実施箇所の選定ガイド付きツアーの試行・モニタリング

（村と都で協定締結）

村 地元調整

意見


